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スペイン語の世界へようこそ 

 

担当: 吉江 (スペイン語Ⅰ ･Ⅱ)         

川西 (スペイン語 Ⅲ・Ⅳ) 

１  スペイン語はこんなコトバ 

★ スペイン語の現在 
 ・世界中で  約3 億5 千万人  の人々によって日常的に話されているコトバ。中国語、英語に次いで 

世界で 3 番目 （あるいはヒンディー語に次いで4番目?）に常用者人口が多いとされる。  
 

 ・国連の6つの公用語のひとつ ⇒ 国際的な公機関、公用文書における共通言語 

 

★ スペイン語を公用語とする国・地域 （下の世界地図の”S”と書いてある国） 

  ･ スペイン以外にも、ラテンアメリカ19カ国、アフリカ1カ国の計20カ国の公用語。 

【スペイン語が使われている国・地域】 

・スペイン 

   ・中央アメリカ （メキシコ、グアテマラ、エルサルバドル、 

パナマ、ホンジュラス、ニカラグア、コスタリカ 

・カリブ地域 （キューバ、ドミニカ共和国、プエルトリコ） 

  ・南アメリカ （ベネズエラ、コロンビア、エクアドル、ウルグアイ、 

ボリビア、チリ、ペルー、アルゼンチン、パラグアイ） 

    ・アフリカ （赤道ギニア） 

・その他 

    ＊アメリカ合衆国 ⇒英語につぐ第二言語、約2800 万人(国民  

人口の 1 割程度)のスペイン語話者が暮らす。カリフォルニア  

州、フロリダ州など、地域によってはむしろスペイン語話者が多数を占めるところもある。 

  ＊日本 ⇒ 約30 万人のスペイン語ネイティブ。広島にもたくさん暮らしています。 

                                        
 
 

 

 

２  スペイン語の特徴 

【発音・文字】 
☆ スペイン語の発音は日本語と似ている。 

《 “ a” “i” “u” “e” “o” 》の母音５音で構成されている。 
 

☆ 発音の基本はローマ字読み ⇒すぐにスペイン語の本を声に出して読めるようになります。     
 

 
 
 

 
《casa カーサ（いえ）》          《gato ガート（ネコ）》 
 

国際的な仕事を目指す人（国際援助関係、NGO、国連など）には意外とオススメ ！ 

 

（http://www.geocities.jp/abelinternational/indexJ.htm より）
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【文 法】 
 ☆ スペイン語の文法で最低限、必要なこと・・・動詞の活用を中心に教科書10 ページ分を覚える。 

３ スペイン語の授業の進め方 

・スペイン語Ⅰ･Ⅱでは、1年間かけてスペイン語の基礎（読む、書く、話す、聞く）を身につけることを目標 
にします。 

・授業は、３，４人ずつに分かれたグループレッスン方式をとります。 
・教科書の各課の内容に沿って教官が基本項目を説明したあと、グループごとに練習をし、最後に小テストと 
いう順番で進めます。 

 
 教科書 
  ☆ 『動く！スペイン語 Español Dinámico DVD+CD付』 朝日出版社  

               ↓ 
      スペイン現地ロケによるDVD付教科書なので、映像と音声を合わせた 

動きのあるスペイン語が学べます。 

   

４ スペイン語Ⅰ・Ⅱの成績評価について 

 ☆ 成績は出席、平常点（授業への参加姿勢・小テスト）、期末テストの成績を

総合して評価する。それぞれの評価比率は出席点10％、平常点50％、期末

テスト40％。総計で最低60％以上を合格とする。 
 ☆ 出席は毎回とります。遅刻（20分以上）1回1ポイント、3ポイントためると欠席1回となるので注意し 

てください。 
 ☆ 宿題はたくさん出します。基本的に家で学習した分だけが自分の力になると考えましょう。授業はその成果 

を確認する場にすぎません。 
 

参考文献 

千野栄一 

    1985  『外国語上達法』  岩波新書。 

 

ホームページ 

GigaDict  

http://www.geocities.jp/abelinternational/indexJ.htm 

外国語広場(スペイン語) 

http://gaikoku.info/spanish/index.htm 

広島市立大学第二外国語(スペイン語) 

http://www.hiroshima-cu.ac.jp/lang/private/gakunai/secondlang/spanish/spanish.html 

《どうやって身につけるの？》 

 ◎ 単語は一日 ３ 語     

⇒ 1 年目の目標 ＝ 基本単語1000 語を確実に覚える。 

              

日常的に使用される語彙の 60～70％は基本単語の 1000 語、90％は 3000 語でカバーされる  

⇒ 残りの 10％は辞書に任せる

◎ 文法は 10 ページ 

     ※ 文法の教科書 ＝ 「速習マニュアル」と考える ⇒ 枠で囲われたところを徹底して覚える!! 


